
 

 

 

 

  

 

 

 

 

                                   

           残暑お見舞い申し上げます   

学校長  岡田 浩 

 立秋、処暑は過ぎましたが、まだまだ非常に暑い日が続いております。皆様方におかれまし

ては益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。 

 ３８日間という長い夏休みが終わり、久しぶりに子どもたちの明るい声が校舎中に響き渡っ

ています。どの子も夏休みの間に、心も体も大きくなったように感じます。子どもたちは皆、

家庭と地域の方々に温かく見守られ、充実した良い夏休みを過ごすことができたと思っており

ます。大変感謝申し上げます。 

さて、今年の夏は、記録的な猛暑となりました。７月は連日のように快晴であり、４年ぶり

の水泳学習はどの学年も順調に行うことができました。８月は台風や不安定な気象が続き、全

国各地で災害等が発生してしまいました。被災された方々に心よりお見舞い申し上げます。 

一方で４年ぶりにお祭りや花火大会なども全国各地で行われるようになり、コロナ前の生活

に戻りつつあります。本校６年生有志による和太鼓の演奏も公田町団地の夏祭り、桂台まつり

で披露することができました。和太鼓の児童たちは、休み時間を使って、とても暑い中を毎日

体育館で練習を続けておりました。本番では、練習の成果が見事に発揮され、素晴らしい演奏

ができました。私は初めて桂台小学校の和太鼓の演奏を聴きましたが、さすがに伝統の技や心

が込められた見事な演奏だったと思います。子どもたちは、炎天下、本当によく頑張ってくれ

たと思います。和太鼓だけではなく、この夏休み、それぞれの子どもたちが様々なことにチャ

レンジし、頑張ったことと思います。その成果をこれから担任の先生はじめ我々教職員一同で

とても楽しみにしております。 

私は、コロナ前までは毎年、阪神甲子園球場に高校野球を観戦に行き、高校球児たちの頑張

る姿から元気をいただいておりました。今夏は神奈川県代表の慶応高校が「エンジョイ・ベー

スボール」をモットーに全国制覇をしました。桂台小学校の子どもたちにも、日々の学校生活

を楽しく過ごせるように教職員で力を合わせていきたいと思います。ラグビーワールドカップ

も始まりますが、家庭・地域・学校としっかりとスクラムを組んで桂台の子どもたちのために 

頑張っていきたいと思います。今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。 
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